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化学薬.'.?1による樹脂のストレスクラッキング現象について

　　　　　　ライオン家庭科学研究所　○鈴木　勉・森　貞光・犬伏式生

[目的]合成樹脂製品か内在する応力や外部からの力とその反復条件下において、洗剤成

分等の化学薬品と接触により、場合によってはストレスクラッキングが生じることか経験
的に知られている。そのため、洗剤・洗浄剤においては、被洗物の影響を十分に確認し、

その使用範囲を設定したり、対象樹脂製品の特性に適合した製品開発をしていくことか不
可欠である。木報では、樹脂素材に対する剤の影響を多角的に解析することを目的に、樹

脈の耐薬品性を調べるのに使用される臨界歪法により検討した。

[力法]各種テストヒース：ｱｸﾘﾙﾆ}ﾘﾙﾌ｀ﾀｼ'ｴﾝｽ邨ﾝ樹脂(ABS)、対衝撃性ﾎ'ﾘｽﾁﾚﾝ樹脂(HIPS)、
ﾎ'ﾘｶｰﾎﾞﾈｲﾄ樹脂(PC)、ﾎﾟﾘﾌﾟ■吐･ﾚﾝ樹脂(PP)を界面活性剤、溶剤、油剤等と一定時間接触させ、

その時の樹脂に亀裂が生じ始める歪率(臨界歪)を測定した。さらに、クラッキング部分
のSEM観察、IR分析等により原閃の解析を行った。

　[結果]各種条件ド(剤の種類、濃度, pHなど)で臨界歪を測定した結果、①耐薬品性
はＰＰ＞Ｐｃ＞ＡＢｓ＞ＨＩＰｓの順に強い傾向にある。②アニオン活性剤では臨界歪が
人きいのに対し、HLBの低いノニオン活性剤や高級アルコール、溶剤等の中には、低濃

度でもクラッキングか生じやすいものか認められた。また、pHの影響は測定範囲内(pH
６～12)ではなかった。③ストレス付加条件下で内部への剤の浸透が促進され樹脂の内

部構造に変化を及ぼすことか推定された。実際の樹脂製品においては、この他の外部要因が
複合的に関ひ･していると考えられ、各被洗物の実使川場而も十分に考慮しながら関連業界
が情報を密にして消賞者に適切な収り扱い方法を伝えていくことか一屑重要である。

６月２日（日）第Ｈ会場　午後1 :30～2 :45

2Hp－1 　　　　　　　身近な環境整備を進めるに当たって
　　ーごみ・環境問題に対する家庭教育の現状調査より一
網日本女子社会教育会家庭科学研究所Ｏ田中和子村山篤子竹中はる子

　〔目的〕地球規模での珊暁問題に対し，生活者として貢献する道を見出し，生活方法の改

善・改良に資することができればと考え，当研究所では既に家庭ごみ計量調査‥及び環境
問題に対する意識訓査を実施した．その結果，家庭ごみ発生量の多少，地球環暁保全に対
する態度は生活者の意識の有無が大きな要因であること力朔らかになった．そこで今回は，
ごみ・環境問題に対する家庭内環暁教育を把握する一つとして，アンケート調査を行った.
　〔方法〕ｉ　ヽ象：子は東京匍戦谷区立の小学校２校に在籍する３年生児童136人親は

する24問のアンケートを行った．調査Ｂは子と親を対象に「ごみ」「日常生活」「環境」
に関する35問のアンケートを行った，子には家の人から聞いたものであるか，親には子に
話したり指導したことがあるかをたずねた．子と親は期間をあけて調査を実施した.

　〔結果〕調査A:「ごみ」「買物」「リサイクル」「資源」のいずれの分野においても，
ごみ・環境問題祗対する子の関心は高かった．とりわけ日常生活に関する項目については
　〔結果〕調査A:「ごみ」「買物」「リサイクル」「資源」のいずれの分野においても，
ごみ・環境問題祗対する子の関心は高かった．とりわけ日常生活に関する項目につぃては
ｹヽなり高い意識があることが見い出された．
　蕎§をk（と「ごみ」「日常生活」「環境」のいずれの分野においても親子の回答率は同

じ傾ロを示した.②Fごみ』「日常生活丿分野において，親子とも高い回答率を示した項
わるものが多く，家庭における教育が，いわゆるしつけの面から浸透し
る．③「環境」分野における回答率は全ての項目で子力漕を上回った．
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